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研究要旨 

 
A．研究目的 

本研究では，臨床試験により統計学的に有

意な治療効果が確認された禁煙補助剤

(smoking cessation aids: 以下，SCA)に対し，

カナダでの公的医療保険の適用拡張が喫煙

行動にどのような影響を及ぼすかについて，

定量的な検証を行っている． 
世界保健機構によれば，世界の人口の約

20%が喫煙者で，毎年約 700 万人が喫煙に

起因する疾患により死亡しており，その経済 

 
的損失の総額は約 1,435 億米ドルと推定され

る．各国政府は，課税や公共の場での禁煙・

分煙等，喫煙率を抑制するための様々な政

策を実施しているが，中でも，近年，価格政策

の一環として注目されているのが，SCA に対

する保険適用である． 
 
B．研究方法 

本研究では，カナダにおいて，2008-2012
年に，喫煙に係る既存の施策に加え，SCA に

臨床試験において，禁煙補助剤(smoking cessation aids: 以下，SCA)は禁煙確率を向上させ

る効果があることが証明されている．したがって，数多くの国において，タバコの消費量を減らす

ための政策として，SCAに対し医療保険が適用されている．しかしながら，リアルワールドにおい

て，SCAに対する医療保険適用が人々のタバコの消費量にどのような効果をもたらすかについて

の実証的な結論は未だ出ていない．保険適用が効果を発揮し，タバコの消費量を減少させると

いう結果がある一方で，保険適用によって，受益者は現在のタバコ消費に対する将来的な費用

から免れるため，喫煙を続けてしまうかもしれない．そこで，本研究では，本研究では，カナダに

おける州ごとのSCAに対する保険収載の導入時期の違いを「自然実験(外生ショック)」と見做し，

カナダ政府から許諾を受けた2008-2012年Tobacco Use Monitoring Surveyに，固定効果を調整

した差の差推定法(staggered difference in difference with fixed effects )を応用し，地域間におけ

る保健収載の在り方が人々の喫煙行動に与える影響を定量的に検証する． 
推定の結果，SCA適用によりタバコとシガリロの使用量が増加し，SCAの適用がタバコの消費

量に意図せざる政策効果をもたらすことがわかった．更に，タバコの使用に対するSCA適用の効

果は，男性や大学教育を受けている人においてより有益であることが明らかにされた． 
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公的保険の適用を拡張した州を処置群，拡

張しなかった州を対照群とし，“Canadian 
Tobacco Use Monitoring Survey” (以下，

CTUMS)の個票に，event studies with 
staggered adoption(以下，event studies)により

common trend を確認した上で，staggered 
difference in difference with fixed effects(以
下，DID)を応用し，その政策評価を行った．

CTUMS では， 2 段階無作為抽出化法によ

って抽出された 15 歳以上の回答者約 1.5-2
万人に対し，カナダ統計局が毎年 2-12 月に

実施する大規模調査で，回答者の喫煙習慣

に加え，詳細な世帯属性に関する情報を統

制することが出来る． 
 

C．研究結果 
推定の結果，SCA に対する医療保険の適

用範囲の拡大は，タバコとリトルシガーについ

ては，むしろ，喫煙確率を約 1.7%ポイント上

昇させる傾向にあることがわかった．また，回

答者間での異質性の検証を行ったところ，タ

バコとリトルシガーについてそれぞれ，男性で

約 2.6%ポイントと約 2.2%ポイント，大卒者で

約 1.4%ポイントと約 2.5%ポイント増加傾向に

あった．更に興味深いことは，公的保険の適

用範囲の各州での不均一性(既存の

bupropion に加え varenicline；varenicline の
みを適用；両方を適用)を検証したところ，本

章の観察期間以前から bupropion を適用範

囲としており，それに加えて varenicline を新

たに追加的に認定した州では，タバコ・葉巻・

リトルシガーの喫煙確率が増加することが確

認された． 
 

D．考察／E. 結論 
本研究において，SCA の保険収載が，か

えって，人々の喫煙確率を上昇させる傾向に

あるという，先行研究と対照的な結果を得たこ

とは大変興味深い．米国の Medicaid の SCA
に対する適用拡大を自然実験とする従来の

研究では，オバマ政権下で実施された医療

保険改革法(the Affordable Care Act: 以下，

ACA)による影響と識別することが困難である

のに対し，国民皆保険制度下にあるカナダで

は，観察期間中に ACA のような抜本的な改

革は行われておらず，全般的な医療保険制

度改革と特定の薬物療法に特化した法制度

改革の影響とを識別することが出来る．その

上で，なぜ真逆の推定結果となったのかにつ

いて，Medicaid では単に SCA を保険収載す

るだけではなく，医師やクリニック等一次予防

を行う医療機関に対し，リスク行動をとる可能

性のある患者のスクリーニングとカウンセリング

の実施を適用拡大の要件とするガイドライン

が提示されていることが，主要因ではないかと

推測されている．つまり，本章で観察されたよ

うな，受益者が現在の喫煙行動を将来の禁煙

行動に代替させる事前的モラル・ハザードを

回避するためには，医療従事者による継続的

なモニタリングを行ったり，適用後も喫煙を継

続する人には給付金の減額を義務付けたりす

る等の補完的な介入が必要であること；更に，

Medicaid claim data では検証することが出来

なかった，分析対象者の性別や教育水準によ

る効果の異質性を検証し，女性よりも男性，そ

して，教育水準の高い層を政策ターゲットとす

べきという点を明らかにしたことは，臨床的に

も，政策的にも重要である． 
 

F．健康危険情報 
特に無し． 
 
G. 研究発表 
1．論文発表 
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Shen, Y., Noguchi, H. “The effect of coverage 
of smoking-cessation aids on tobacco use: 
Evidence from Canada”. Health Economics, 
30(9): 2200 – 2216. (2021.9) 
 
2．学会発表 
September/2019: Japanese Health Economics 
Association 14th Annual Conference. “The 
impact of the coverage of smoking-cessation 
aids on marijuan Use Outcomes”. 
 
H．知的財産権の出願・登録状況(予定を含

む) 
1．特許取得 
特に無し． 
 
2．実用新案登録 
特に無し． 
 
3．その他 
特に無し． 
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